
新潟市
エコハウスの取り組み

新潟市環境部環境政策課 ゼロカーボンシティ推進室

令和６年度 新潟市エコハウスセミナー



新潟市の温暖化のいま
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出典：気候変動適応情報プラットフォーム

□ 年平均気温は100年で1.5℃上昇
□集中豪雨、熱中症、稲の品質低下など気候変動の影響を実感

2023年
・平均気温
・猛暑日日数
【過去最高】

☜



新潟市のCO2排出量
2

資料：新潟市作成
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新潟市の課題と対策 3

資料：新潟市作成

【課題】暖房・給湯のエネルギー需要大
【対策】住宅の高断熱化、再エネの普及促進
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新潟市の特徴 4

出典：環境省 令和4年度家庭部門のCO2排出実態統計調査

□ 年間用途別CO2排出量（世帯当たり）

約2倍

出典：総務省 住宅・土地統計調査（令和5年）
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□ ⽊造率、持ち家率、⼀⼾建て率（政令市別）

持ち家
⼀⼾建て
の割合が高い

⇒ ⼾建て住宅への取組が重要

⇒ 住宅の高断熱化が重要

暖房使用に
起因するCO2排出量
が多い
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エコハウスにまつわる国の動向①

出典：国交省ホームページ
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エコハウスにまつわる国の動向②

出典：国交省ホームページ



7

エコハウスにまつわる市の数字

住宅が安⼼・安全で快適であると思う市⺠の割合

75.2％

新築住宅のうち、省エネに配慮した住宅の割合

26.8％
2023年度

新築住宅のうち、太陽光を設置している割合

34.3％

2022年度

2023年度

※省エネ基準適合住宅、低炭素建築物認定住宅、⻑期優良住宅

※再エネ特措法認定分

82.1％
2030年度

100％
2030年度

50％
2030年度



新潟市の取組
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本市の省エネ住宅の方向性

▼雪国型ZEH

▼ZEH

▼省エネ基準

多雪寒冷な新潟県の気候にあわせた、
県独自の基準「雪国型ZEH」を特に推奨しています

2025年
省エネ基準適合義務化

2021年
省エネ性能説明義務化

2030年まで
ZEH基準適合義務化（予定）

新潟市が推奨するレベル G3

G2

G1

▼GX志向型住宅



新潟市の補助制度①
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再エネ導入促進（住宅用再生可能エネルギー等導入促進事業）
再エネ設備等の導入に要する費用の一部を補助 ※ 実績報告 締切 R7.3.14まで

補助金額対象設備
2万円/kW（上限10万円）太陽光発電設備
1万円/kWh（上限10万円）定置用蓄電池設備
定額10万円V2H充放電設備
定額5万円燃料電池（エネファーム）

ZEH、断熱改修促進（地域脱炭素移行・再エネ推進重点対策加速化事業）

※ 二次募集 締切 R6.12.20まで

予算がなくなり次第、
終了します

※ 申請先 環境部 環境政策課



新潟市の補助制度②
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窓等の断熱改修、高効率給湯器設置（健幸すまいリフォーム助成事業）
対象住宅：市内の一⼾建て住宅または集合住宅の住⼾内部分
対 象 者：市内に居住または居住予定の個人で、子育て世帯（18歳以下の子のいる世帯）

または、高齢者世帯（65歳以上の方がいる世帯）

【補助額】
対象工事ごとの
補助額の合計
上限１０万円

※省エネ化のほか、バリアフリー化、子育て対応の工事も対象になります。

予算が
なくなり次第、
終了します

※ 実績報告 締切
R7.3.14まで

※ 申請先 建築部 住環境政策課



普及啓発（デコ活）
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にいがたでのデコ活（脱炭素型のライフスタイル）として
省エネ住宅の普及啓発を行っています



新潟市エコハウスセミナー
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□ 新潟市内で施工実績のある住宅会社、設計会社、工務店の方を対象にセミナーを開催

【本日のセミナー】

第2回セミナー

1/24(金)開催予定

※動画配信

※動画配信

R5 R6R4


